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年
間
法
要
予
定

報
恩
講
法
要
の
ご
案
内

●

日
に
ち

十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

●

午
前
の
部

時
間

午
前
十
時
半

～

正
午

内
容

お
勤
め
（
正
信
念
仏
偈
作
法
第
二
種
）

御
伝
鈔
拝
読
（
上
巻
八
段
・
下
巻
一
段
）

法
話
・
恩
徳
讃
唱
和

※
正
午
～

お
斎
振
舞

●

午
後
の
部

時
間

午
後
一
時
半

～

午
後
三
時
頃

内
容

お
勤
め
（
正
信
念
仏
偈
六
首
引
き
）

御
伝
鈔
拝
読
（
上
巻
八
段
・
下
巻
一
段
）

法
話
・
恩
徳
讃
唱
和

●

布
教
使

村
上
弘
樹

師
（
神
奈
川
県
）

法
話
講
題

『

暮
ら
し
の
中
の
浄
土
真
宗

』

●

持
ち
物

経
本
、
お
念
珠
、

門
徒
式
章
（
お
持
ち
の
方
）
、

御
仏
前
（
受
付
に
お
渡
し
下
さ
い
）

「
報
恩
講
」
と
は
親
鸞
聖
人
の
ご
命
日
に
ち
な
み
営
ま
れ

る
法
要
、
つ
ま
り
は
親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
で
す
。

浄
土
真
宗
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
法
要
で
す
の
で
、

み
な
さ
ま
、
ぜ
ひ
お
参
り
下
さ
い
‼

来
年
の
西
覚
寺
で
勤
め
る
法
要
・
行
事
の
予
定
一
覧
で
す
。

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
都
合
を
空
け
て
頂
き
、
ど
な
た
様
も
お
参
り
下
さ
い

❕

〇
春
季
彼
岸
会

３
月
２
2
日
（
日
）

午
後
１
時
半
～

落
語
と
法
話
の
会
。
落
語
は
住
職
の
友
人
。
演
目
は
『
宗
論
』
の
予
定

〇
花
ま
つ
り

時
期
・
詳
細
未
定
。
４
月
か
５
月
か
。
花
ま
つ
り
と
は
、
お
釈
迦
様
の
お

誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
お
子
様
・
お
孫
様
連
れ
で

お
参
り
下
さ
い
。
ど
な
た
で
も
お
参
り
く
だ
さ
い
。

〇
特
別
永
代
経
法
要

4
月
２
５
日
（
土
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

住
職

〇
初
参
式
並
び
に
小
学
校
入
学
祝
い
の
会

６
月
７
日
（
日
）

午
後
２
時
～

お
子
様
・
お
孫
様
が
生
ま
れ
た
、
小
学
校
に
入
学
し
た
。
そ
の
節
目
に
阿

弥
陀
さ
ま
に
お
参
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
年
が
明
け
て
か
ら
、

御
案
内
や
参
加
の
申
込
書
は
お
送
り
し
ま
す
。

〇
盂
蘭
盆
会
・
物
故
者
追
悼
法
要

７
月
１
５
日
（
水
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

加
藤
秀
人

師
（
吉
良
町
・
本
願
寺
派
布
教
使
）

※
午
後
の
物
故
者
追
悼
法
要
は
、
２
０
１
９
年
６
月
以
降
に
御
往
生
さ
れ

た
方
を
対
象
に
勤
ま
り
ま
す
。
ご
家
族
の
方
は
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。

〇
秋
季
彼
岸
会
・
総
永
代
経
法
要

9
月
２
２
日
（
火
・
祝
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

佐
々
木
隆
晃

師
（
兵
庫
県
・
相
愛
大
学
准
教
授
）

〇
報
恩
講
法
要

１
１
月
２
９
日
（
日
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

松
林
尚
真

師
（
滋
賀
県
・
本
願
寺
派
布
教
使
）
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浄
土
真
宗
本
願
寺
派

西
覚
寺

◆

住
職
の
一
言
コ
ー
ナ
ー

◆

今
年
の
夏
の
西
覚
寺
だ
よ
り
で
、

「
住
職
は
今
度
、
京
都
に
試
験
を
受
け

に
行
く
の
で
一
週
間
不
在
に
な
り
ま

す
」
と
い
っ
た
内
容
を
お
伝
え
し
た

の
を
お
ぼ
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
・
・
・
。

そ
の
試
験
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
・
・
・

🌸

合
格

‼

晴
れ
て
、
私
も
『
本
願
寺
派
布
教

使
』
と
し
て
ご
本
山
・
本
願
寺
に
任

用
し
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

布
教
使
の
資
格
を
頂
く
と
い
う
こ

と
は
、
他
寺
に
お
説
教
で
よ
ん
で
頂

く
事
も
そ
う
で
す
が
、
何
よ
り
「
ご
本

山
・
本
願
寺
」
で
の
布
教
を
許
さ
れ

た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
な
た
の
取

り
次
ぐ
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
救
い
、
親

鸞
聖
人
の
み
教
え
は
、
本
願
寺
の
お

堂
で
話
し
て
も
大
丈
夫
で
す
、
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
と
、
認
め
て
頂
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
有
難
い

こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
重
い
重
い

責
任
を
頂
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
々
の
学
び
を
怠
ら

ず
に
、
そ
の
任
に
背
く
こ
と
の
な
い

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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報
恩
講
に
向
け
て

本
年
も
早
い
も
の
で
、
も
う
一
年
の
終
わ
り
が
近

づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

一
年
の
終
わ
り
に
は
、
「
報
恩
講
」
で
す
ね
。
み
な

さ
ん
、
ぜ
ひ
お
参
り
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
報
恩
講
に
備
え
て
、
ま
た
一
年
の
塵
埃

を
落
と
す
た
め
、
西
覚
寺
の
大
掃
除
を
し
ま
す
。
ご

都
合
の
つ
く
方
は
、
ぜ
ひ
お
手
伝
い
に
来
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

西
覚
寺
大
掃
除

１
１
月
2
0
日
（
水
）

９
時
か
ら
（
昼
食
付
）

持
ち
物
は
エ
プ
ロ
ン
。
お
手
伝
い
頂
け
ま
る
方
は
、

お
寺
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
お
寺
で

す
。
皆
さ
ん
で
お
掃
除
し
ま
し
ょ
う
！

さ
て
、
報
恩
講
と
い
え
ば
、
親
鸞
聖
人
の
ご
法
事

の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
昔
か
ら
各
ご
家
庭
で
も
報

恩
講
を
勤
め
る
慣
わ
し
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
、

「
お
と
り
こ
し
」
や
「
お
ひ
き
あ
げ
」
と
言
っ
た
り
し

ま
す
。
各
ご
家
庭
の
取
次
ぎ
の
お
寺
で
報
恩
講
法
要

が
勤
ま
る
前
後
に
、
各
ご
家
庭
で
も
報
恩
講
を
勤
め

る
の
で
す
。
古
い
お
寺
、
古
い
地
域
だ
と
、
全
ご
門

徒
の
お
宅
を
住
職
が
お
参
り
に
伺
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
浄
土
真
宗
で
は
お
彼
岸
や
お
盆
よ
り
も
、
報

恩
講
を
大
事
に
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
？
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
報
恩

講
を
お
勤
め
し
ま
せ
ん
か
？

ご
希
望
の
方
は
、
お
寺
ま
で
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

【
ご
家
庭
で
の
報
恩
講
の
お
勤
め
】

・
正
信
偈
（
行
譜
）
→
普
段
と
違
う
特
別
な
読
み
方

・
御
伝
鈔
（
親
鸞
聖
人
の
伝
記
）
を
一
部
拝
読

9
月
２
２
日
、
お
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
無
事
に

「
西
覚
寺

開
山
百
年
記
念
法
要
」
を
勤
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
・
午
後
、
そ
れ
ぞ
れ
お
参
り
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
方
、
そ
し
て
お
手
伝
い
の
方
、
総
代
さ
ん
合
わ

せ
て
、
1
0
0
名
を
超
え
る
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
多
く
の
方
が
お
参
り
頂
く
中
、
こ
の
節
目
の
法
要
を

無
事
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
、
感
無
量
で
す
。

当
日
は
、
私

の
伯
母
で
歌

手
の
赤
澤
啓

子
氏
に
、
記

念
コ
ン
サ
ー

ト
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

懐
か
し
い
曲

か
ら
歌
劇
の

曲
ま
で
、

西
覚
寺

開
山
百
年
記
念
法
要

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲

を
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
伴
奏
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
臼
田
圭

介
氏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
も
あ
り
、
普
段
の
お

寺
の
法
要
と
は
全
く
違

う
雰
囲
気
に
感
動
し
ま

し
た
。
と
て
も
尊
い
時

間
で
し
た
。

な
お
、
当
日
の
演
奏
の

模
様
は
西
覚
寺
の
Ｈ
Ｐ

に
て
、
少
し
だ
け
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。
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